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平成29年度日本鉱物科学会賞第18回受賞者 

 

受賞者氏名：海野 進 会員（金沢大学） 

 

受賞題目：「無人岩質マグマの成因と海洋プレートの生成・進化過程の研究」 

 

受賞理由 

 

 海野進氏は海洋プレートの沈み込み開始時に特徴的に出現する無人岩（ボニ

ナイト）の研究を一貫して続けるとともに、海底火山噴火に関する研究、さら

には海洋プレートの化学的改変の研究を進め大きな成果をあげてきた。 
海野氏の研究は小笠原諸島父島の火山地質調査と無人岩の研究から始まった。

地質調査によって得られた無人岩を詳細に記載するとともに、マントルカンラ

ン岩が含水条件下において部分融解することにより無人岩ができることを明ら

かにした。その後、小笠原諸島の海岸に濃集する無人岩起源のスピネル斑晶中

のメルト包有物から初生的な無人岩マグマ組成を報告し、初生マグマの高含水量を明らかにし、 部分

融解条件に新たな束縛条件を与えた。これを基に、ソースマントルの化学組成や形成条件に応じて異な

る初生無人岩マグマが生じることを示し、高シリカ無人岩と低シリカ無人岩という新たな分類を提唱し

た。最近では無人岩の同位体組成測定から，無人岩の起源となるソースマントルの成因についても議論

を加えている。また、2012年より小笠原世界自然遺産地域科学委員会委員として世界遺産の保全・管理

に関するアドバイスを行い、地元の人たちへのアウトリーチ活動を行っている。 
海野氏の無人岩研究は、オマーン・オフィオライトのテクトニクスに関する新たな解釈に大きく貢献

した。従来、オマーン・オフィオライトは、典型的な海洋プレートと解釈されていた。海野氏は詳細な

野外調査に基づき、島弧火成活動の影響があることを示した。これは、現在では当たり前となっている

が、1990年当時としては画期的な転換になった。海野氏の提案は、その後の詳細な野外調査と膨大な地

球化学データによって支持を集めている。海野氏は、さらに、無人岩研究を応用し、オマーン・オフィ

オライトのテクトニック履歴に関して、中央海嶺で生まれて間もない海洋プレートが、ほかの海洋プレ

ートに沈み込まれたというモデルを提案している。 
オフィオライト研究と平行して、現在の海底を構成する海洋プレートの実態を解明するため、国際深

海掘削計画の研究航海に3回参画するとともに、新学術領域研究「海底下の大河」で中～高速拡大海嶺

の海洋地殻形成過程を研究した。特に、世界初の海洋ハンレイ岩の掘削に至った1256D孔の掘削航海に

おいては研究主席として国際研究チームを牽引した。さらに、統合国際深海掘削計画(IODP)の科学立案

評価委員、IODP科学計画委員会委員、日本掘削科学コンソーシアムIODP部会執行部、IODP部会幹事等

を歴任した。現在は、海洋掘削科学における最終目標であるマントル掘削プロジェクトの研究主席とし

て精力的に活動を続けている。 
父島で培った火山岩の観察は、マグマの噴火・定置プロセス解明の理解へと応用され、ハワイでの海

中マグマ活動のプロセスの提案や、中央海嶺での海嶺外火山活動によるマグマ定置プロセスが海洋プレ

ートを改変するという提案に繋がった。このように、海野氏は父島というローカルな火山の観察から出

発し、火山噴火やマグマの定置、島弧火山活動の成因、海洋プレートの形成と改変研究などの普遍的な

問題において、新たな視点やアイディアを提案している点が極めて高く評価される。よって、日本鉱物

科学会学会賞の候補者として相応しいと判断され、ここに推薦する。 
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